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は
じ
め
に

明
治
初
期
か
ら
大
正
に
係
る
西
國
観
音
霊
場
の
信
仰
を
考
察
す
る

う
え
で
、
縁
起
・
図
絵
・
生
人
形
を
収
集
の
場
で
支
え
た
京
都
集
古

会
々
員
・
浪
華
趣
味
道
楽
宗
々
員
な
ど
の
活
発
な
活
動
が
あ
っ
た
こ

と
は
看
過
で
き
な
い
。

か
つ
て
「『
西
国
三
十
三
所
巡
礼
記
』
研
究
史
の
〝
空
白
領
域
〞

―
〝
集
古
会
〞〝
生
人
形
〞
と
そ
の
周
辺
―
」（『
巡
礼
記
研
究
』
第

４
集
〈
２
０
０
７
・
９
〉）
と
題
し
て
大
正
・
昭
和
期
の
趣
味
家
の
、

と
く
に
集
古
会
・
浪
華
趣
味
道
楽
宗
を
例
に
西
国
巡
礼
関
連
の
蒐
集
・

展
観
の
様
子
を
拾
う
試
み
を
中
世
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
行
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
趣
味
家
の
収
集
品
な
ど
の
整
理
・
分
析
を
通
し
て
、
納

札
・
千
社
札
の
研
究
史
の
側
面
か
ら
そ
の
一
端
を
展
望
し
て
ほ
ぼ
終

え
た
。
明
治
初
前
期
の
西
国
三
十
三
所
巡
礼
信
仰
の
直
面
し
た
神
仏

分
離
期
と
い
う
空
白
期
に
実
は
三
十
三
所
信
仰
の
爆
発
的
な
昂
揚
の

場
を
提
供
し
た
も
の
が
松
本
喜
三
郎
の
〝
生
人
形
〞
を
看
板
に
し
た

全
国
主
要
都
市
で
の
興
行
（
観
音
霊
地
で
の
興
行
・
賽
銭
の
降
る
こ

と
雨
の
ご
と
し
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
興
行
の
冊
子
型
絵
番
附
の
刊
・

印
・
修
の
多
様
さ
か
ら
明
ら
か
に
で
き
な
い
か
、
と
い
う
密
か
な
想

い
も
あ
っ
た
。
し
か
し
試
み
は
、家
蔵
の
明
治
十
三
年
四
月
刊
『﹇
西

国
順
礼
霊
験
記
﹈』
仮
綴
小
一
冊
の
簡
単
な
紹
介
に
止
め
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
。
こ
こ
に
若
干
の
家
蔵
資
料
を
加
え
て
従
来
の
信
仰
史
・

研
究
史
の
一
端
に
検
討
を
加
え
、
併
せ
て
大
正
期
の
趣
味
家
の
活
動

の
一
隅
に
繋
げ
て
み
た
い
。

生
人
形
絵
番
付
『
西
國
順
礼
霊
験
記
』
と
そ
の
周
辺

― 
関
連
資
料
を
め
ぐ
っ
て 

―

牧　

野　

和　

夫
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一
、
家
蔵
奥
付
ナ
シ
「
國
政
筆
」『
西
国
順
礼
霊
験
記
』

一
冊
の
紹
介

昭
和
六
年
五
月
二
十
四
日
刊
『
西
國
三
十
三
所
巡
禮
に
関
す
る
目

録
』（
編
輯　

田
中
緑
紅　

発
行
所　

有
楽
会
）
は
、
二
十
四
・
五
の

両
日
京
都
北
野
の
宮
脇
（
賣
扇
翁
、
京
都
集
古
会
会
員
）
氏
邸
で
開

催
さ
れ
た
展
観
の
目
録
で
あ
る
が
、
生
人
形
関
連
の
絵
番
附
が
二
点

著
録
さ
れ
て
い
る
。「
一
八　

西
國
順
礼
霊
験
記　

小
一
冊　
（
松
本

喜
三
郎
編
／
國
政
画
）　
（
明
治
十
二
年
一
月
廿
六
日
／
大
阪　

田
中

文
次
郎
）　

同
（
牧
野
注
：
田
中
緑
紅
）
氏
蔵
」「
一
三
九　
（
生
人

形
／
絵
番
附
）
西
國
三
十
三
所
観
音
霊
験
記　

一
枚　
（
松
本
喜
三

郎
作
／
久
保
田
桃
水
画
）　
（
明
治
十
二
年
九
月
／
新
京
極
ニ
テ
興

行
）　
（
杉
浦
丘
園
氏
蔵
／
田
中
緑
紅
氏
蔵
）」
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
八
は
、
従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
寡
聞
に
し
て
そ
の
現
存
の
情
報

（
一
月
廿
六
日
刊
冊
子
型
絵
番
付
）
を
得
て
い
な
い
（
ち
な
み
に
杉

浦
丘
園
・
田
中
緑
紅
も
京
都
集
古
会
会
員
）。

現
在
も
多
く
の
課
題
を
残
し
た
領
域
で
あ
る
が
、
若
干
の
解
明
に

向
け
て
、
こ
こ
に
一
点
の
資
料
紹
介
を
試
み
る
。

家
蔵

　
　
『
西
国
順
礼
霊
験
記
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊
一
冊

表
紙
：
楮
紙
共
紙
（
一
七
・
七
×
一
二
・
〇
糎
）　

上
方
右
よ
り
「
西

國
／
順
禮
／
霊
／
験
／
記
」（
振
り
仮
名
「
さ
い
こ
く
／
し
ゅ
ん
れ

い
／
れ
い
／
げ
ん
／
き
」）
中
程
か
ら
下
方
に
か
け
て
順
礼
の
男
女

描
く
。
左
下
「
國
正
文
（
政
）
筆
」
と
。

見
返
し
：
単
枠
〈
隅
落
し
〉
内
、
上
方
に
「
世
（
振
仮
名
「
よ
」）

を
て
ら
す
／
仏
（「
ほ
と
け
」）
の
し
る
し
／
有
（「
あ
り
」）
け
れ
は
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／
ま
た
／
と
も
し
火
（「
ひ
」）
も
／
き
え
す
／
あ
り
け
り
」、
下
方

に
笠
・
柄
杓
な
ど
を
描
く
。

序
：
単
枠
（
一
四
・
八
×
一
〇
・
〇
糎
）
内
、
無
界
、
八
行
々
十
八
字

内
外
、
初
行
「
人
皇
（（
附
訓
）「
に
ん
わ
う
」）
六
十
五
代
花
山
法

皇
（「
く
わ
さ
ん
の
い
ん
ほ
う
わ
う
」）
は
佛
道
（「
□
つ
だ
う
」）
に

御
帰
依
（「
き
え
」）」。

跋
：
単
枠
（
一
五
・
一
×
一
〇
・
〇
糎
）
内
、
無
界
、
七
行
々
十
七
字

内
外
、
初
行
「
生
木
偶
細
工
人
（「
い
き
に
ん
□
□
さ
い
く
に
ん
」）

松
本
氏
は
肥
後
國
熊
本
（「
ひ
ご
の
く
に
く
ま
も
と
」）
の
産
（「
さ

ん
」）」。

本
文
以
下
、
単
枠
内
、
上
文
下
図
（
横
単
界
線
を
以
て
分
か
つ
）
界

高
な
ど
は
区
々
で
詳
細
は
別
紙
。
計
十
八
丁
。
版
心
：
黒
口
・
柱
題
・

丁
付
け
な
ど
一
切
な
し
。

「
國
政
筆
」
と
銘
う
た
れ
た
、
こ
の
冊
子
型
絵
番
附
は
、
通
称
〝
東

京
版
〞
と
仮
称
さ
れ
て
き
た
一
冊
で
あ
る
。
し
か
し
、「
國
政
筆
」

と
銘
う
た
れ
た
冊
子
型
絵
番
附
の
多
く
（〝
浅
草
奥
山
興
行
版
〞
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
）
は
、
大
阪
千
日
前
興
行
を
当
て
込
ん
だ

も
の
で
あ
り
、
家
蔵
本
も
前
跋
（
跋
の
位
置
は
、
作
為
に
よ
る
）
に

「
大
坂
千
日
前
に
お
ゐ
□
（
文
字
磨
滅
）
／
興
行
な
し
」
と
あ
り
、

明
ら
か
に
通
称
す
る
と
こ
ろ
の
〝
大
坂
版
〞
で
あ
る
。
該
当
箇
所
も

入
れ
木
の
修
で
は
な
く
板
木
一
板
分
の
補
刻
葉
で
あ
る
。

図
３
は
、
序
の
裏
半
丁
の
前
跋
と
本
文
冒
頭
（
２
オ
）
で
あ
る
が

図
１
：
表
紙

図
２
：
序
（
裏
の
跋
文
が
左
右
逆
字
で
透
け
て
見
え
る
）
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（
い
ず
れ
も
同
質
紙
を
入
紙
）、
跋
は
磨
滅
甚
だ
し
く
、
文
章
が
消
え

て
お
り
判
読
不
能
な
箇
所
が
目
に
付
く
。
刷
印
時
点
の
版
木
の
状
態

が
悪
く
、
明
ら
か
に
か
な
り
の
量
の
刷
印
の
後
に
刷
ら
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
五
行
目
「
細
工
ハ
一
流
無
類
の
仕
組
大
坂
千
日
前
に
お

ゐ
□
（
空
格
）」
と
あ
り
、
表
紙
に
東
京
の
錦
絵
師
四
代
「
國
政
筆
」

と
銘
記
さ
れ
る
が
、
大
坂
千
日
前
の
興
行
に
際
し
て
活
用
さ
れ
た
絵

番
付
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

ま
た
一
見
し
て
明
ら
か
な
こ
と
が
あ
る
。
毎
丁
の
詳
細
な
採
寸
を

記
し
た
書
誌
情
報
を
観
察
す
る
と
、
些
少
な
数
値
で
は
あ
る
が
容
易

な
ら
ざ
る
相
違
に
気
づ
く
。
さ
ら
に
印
面
の
磨
滅
の
度
合
い
が
微
妙

に
異
な
る
も
の
、
相
互
に
歴
然
と
相
違
の
あ
る
も
の
な
ど
が
混
在
し

て
い
る
。
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
幾
次
か
に
亘
る
補
刻

葉
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
顕
著
な
例
を
書
影
で
示
す
。

図
３
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図
４
見
開
き
（
右
：
①
番
札
所
・
２
ウ　

左
：
２
番
札
所
・
３
オ
）

図
５
見
開
き
（
右
：
⑪
番
・
７
ウ　

左
：
⑫
番
・
８
オ
）
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図
３
見
開
き
の
如
く
右
の
跋
と
左
の
⑰
番
札
所
・
２
オ
、
図
４
の

右
①
番
札
所
・
２
ウ
と
左
②
番
札
所
・
３
オ
と
各
々
の
印
面
は
磨
滅

の
度
合
い
な
ど
明
瞭
な
相
違
が
あ
り
、
図
５
・
図
６
の
見
開
き
も
ま

た
、
左
右
の
印
面
の
違
い
は
際
立
っ
て
い
る
。
と
く
に
図
６
⑬
番
・

８
ウ
「
石
山
寺
」
は
印
面
清
爽
、
最
も
新
し
い
補
刻
葉
か
、
と
推
測

さ
れ
る
。
図
の
構
成
も
上
文
横
枠
を
女
性
の
頭
が
突
き
破
る
な
ど
は

周
重
画
・
政
田
屋
板
の
錦
絵
と
同
じ
趣
向
（
他
の
版
種
に
は
認
め
ら

れ
な
い
）
で
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
印
面
の
相
違
に
版
式
の
眉
上
高

さ
や
単
辺
枠
内
の
界
高
な
ど
の
数
値
上
の
差
異
を
加
え
て
示
せ
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

札
所
順
番 

丁
数 

眉
上
高
さ 

界
高 

脚
欄 

上
段

序 

一
表 

一
・
八
糎 

一
四
・
八 

〇
・
八 

跋 

一
裏 

一
・
三 

一
五
・
一 

一
・
〇
五

⑰ 

二
表 

一
・
七 

一
五
・
〇 

〇
・
九 

五
・
五

① 

二
裏 

一
・
八
五 

一
五
・
〇 

〇
・
七 

五
・
五

② 

三
表 

一
・
三 

一
五
・
一 

一
・
〇
五 

五
・
五

 

（
中
略
）

⑪ 

七
裏 

一
・
三 

一
五
・
〇 

一
・
三 

五
・
五

⑫ 

八
表 

一
・
九
五 

一
五
・
一 

〇
・
四
五 

五
・
五

⑬ 
八
裏 

二
・
一 

一
四
・
八
五 

〇
・
四 

五
・
五

⑭ 
九
表 

一
・
七 

一
五
・
〇 

〇
・
九
五 

五
・
五

⑮ 

九
裏 
一
・
八 

一
五
・
〇 

〇
・
八 

五
・
五

図
６
見
開
き
（
右
：
⑬
番
・
８
ウ　

左
：
⑭
番
・
９
オ
）
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⑯ 

十
表 

一
・
三 

一
五
・
二 

一
・
〇
五 

九・六（
絵
）

⑰ 

十
裏 

一
・
八
五 

一
四
・
八 

〇
・
八 

五
・
四

⑱ 
十
一
表 

一
・
三 

一
五
・
一 

一
・
〇
五 

五
・
五

⑲ 
十
一
裏 

一
・
三 

一
五
・
一 

〇
・
九 

五
・
五

　

い
ず
れ
も
、当
初
の
刊
行
時
の
板
木
に
拠
る
刷
印
と
は
考
え
難
く
、

多
く
は
幾
時
に
も
亘
る
補
刻
葉
（
覆
刻
な
ど
に
拠
る
板
木
、
い
わ
ゆ

る
〝
修
〞）
に
拠
る
刷
印
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
左
⑮
番

札
所
印
面
（
比
較
的
新
し
い
葉
）
に
比
し
て
印
面
の
磨
滅
甚
だ
し
い

⑯
番
札
所
「
清
水
寺
」・
10
オ
な
ど
は
、
原
刻
葉
の
可
能
性
も
残
す

と
も
思
わ
れ
る
が
、後
述
の
如
く
跋
と
併
せ
た
二
面
一
板
で
あ
る
故
、

大
阪
千
日
前
興
行
の
際
の
比
較
的
早
い
頃
の
板
木
に
拠
る
刷
印
で
あ

る
。
し
か
も
料
紙
の
色
・
質
を
異
に
し
て
い
る
（
撮
影
時
、
い
ず
れ

も
同
質
紙
を
入
紙
）。
お
そ
ら
く
、
刷
り
置
き
の
残
っ
た
丁
の
料
紙

と
刷
り
ま
し
の
丁
の
新
し
い
料
紙
な
ど
を
混
在
さ
せ
た
故
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
視
点
に
立
脚
し
た
検
討
を
加
え
た
上
に
新
た
な
〝
事
実
〞

を
加
え
る
な
ら
ば
、
次
の
諸
点
が
明
ら
か
に
な
る
。

そ
の
〝
事
実
〞
と
は
、
図
７
の
10
オ
・
⑯
番
札
所
「
清
水
寺
」
と

図
８
の
10
ウ
・
⑰
番
札
所
「
六
波
羅
蜜
寺
」
は
、
袋
状
の
一
板
一
紙

二
面
に
刷
印
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
各
半
丁
分
一
紙
を
版
心
部
分

（
実
際
は
綴
じ
代
ノ
ド
部
分
）
で
糊
づ
け
し
、
袋
状
に
仕
立
て
直
し

た
も
の
で
あ
る
。
10
オ
左
端
０
・
５
糎
幅
糊
付
け
箇
所
が
入
紙
で
き

図
７
：
右
：
⑮
番
・
９
ウ　

左
：
⑯
番
・
10
オ
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ず
、
縦
に
暗
い
部
分
と
し
て
残
る
。

こ
の
よ
う
な
糊
付
け
し
た
丁
が
、
先
立
っ
て
書
影
を
掲
げ
た
序
・

１
オ
と
跋
（
と
推
定
）・
１
ウ
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
は

す
べ
て
一
板
一
紙
二
面
刷
印
の
も
の
を
版
心
の
真
ん
中
で
折
っ
た
も

の
を
綴
じ
た
、
い
わ
ゆ
る
袋
綴
じ
装
の
形
態
を
採
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
の
ご
と
き
解
釈
を
導
く
。
す
な
わ
ち
、
１
オ
序

は
⑰
番
札
所
「
六
波
羅
蜜
寺
」・
10
ウ
と
一
板
一
紙
二
面
の
右
（
１
オ
・

序
）・
左
（
１
ウ
・
⑰
番
札
所
「
六
波
羅
蜜
寺
」）
に
該
当
し
、
同
じ

く
１
ウ
跋
は
一
板
一
紙
二
面
の
右
（
18
オ
・
⑯
番
札
所
「
清
水
寺
」）・

左
（
18
ウ
・
跋
）
に
当
た
る
。
前
に
表
記
一
覧
を
示
し
た
各
書
誌
事

項
の
採
寸
表
を
見
れ
ば
、
版
式
が
ま
さ
に
一
致
し
、
印
面
の
磨
滅
具

合
も
ほ
ぼ
同
じ
、
色
・
質
同
じ
料
紙
な
の
で
あ
る
。

札
所
順
番 

丁
数
（
現
状
） 

眉
上 

界
高 

脚
欄 

上
段

序 

一
表
（
一
オ
） 

一・八
糎 

一
四・八 

〇・九 

⑰
番 

一
裏
（
10
ウ
） 

一・八
五 

一
四・八 

〇・八 

五・四（
文
）

⑯
番 

十
八
表
（
10
オ
） 

一・三 

一
五・二 

一・〇
五 

九・六（
絵
）

跋 

十
八
裏
（
10
ウ
） 

一・三 

一
五・一 

一・〇
五 

以
上
が
家
蔵
冊
子
型
絵
番
附
の
重
要
な
事
実
で
あ
る
。
こ
の
事
実

は
、
次
の
よ
う
な
冊
子
型
絵
番
附
の
存
在
を
推
定
可
能
に
す
る
。
冒

頭
以
下
、
②
番
「
三
井
寺
」
ま
で
、
札
所
順
番
・
丁
数
で
示
す
な
ら

ば
、「
序　
　
　
　

一
表
」「
⑰
番
札
所
（
六
波
羅
蜜
寺
：
見
開
き
右
）

　
　
　
　

一
裏　

」、「
⑰
番
札
所
（
六
波
羅
蜜
寺
：
見
開
き
左
）
二

表
」「
①
番
札
所
（
那
智
山
）
二
裏
」、「
②
番
札
所
（
三
井
寺
）　

三

表
」
と
い
う
順
序
に
な
る
。
３
ウ
・
③
番
「
粉
河
寺
」
か
ら
９
オ
・

⑭
番
「
三
井
寺
」、
９
ウ
・
⑮
番
「
今
熊
野
」
ま
で
札
所
順
番
通
り

進
む
が
、
次
の
10
オ
・
10
ウ
に
は
⑱
番
「
六
角
堂
」・
⑲
番
「
革
堂
」

が
配
さ
れ
て
、
17
オ
・
32
番
「
観
音
寺
」、
17
ウ
・
33
番
「
谷
汲
寺
」

と
札
所
順
に
来
て
、
最
後
の
18
オ
・
に
⑯
番
「
清
水
寺
」
が
配
さ
れ
、

跋
が
18
・
ウ
に
置
か
れ
る
。
途
中
、
⑯
番
「
清
水
寺
」
と
⑰
番
「
六

波
羅
蜜
寺
」（
見
開
き
二
面
）
が
抜
け
て
首
尾
に
配
置
さ
れ
る
他
は
、

札
所
順
番
通
り
に
並
ぶ
。

こ
の
順
で
進
行
す
る
『
西
国
順
礼
霊
験
記
』
が
既
に
報
告
さ
れ
て

図
８
：
右
：
⑰
番
・
10
ウ　

左
：
⑱
番
・
11
オ
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い
る
。
西
田
耕
三
氏
ご
所
蔵
の
「
小
冊
子
」
二
点
の
う
ち
Ｂ
本
で
、

以
下
の
紹
介
が
あ
る
。「
も
う
一
本
（
Ｂ
本
と
す
る
）
に
は
奥
付
が

な
い
。
表
紙
の
絵
柄
に
も
、
順
礼
の
旅
道
具
の
絵
に
も
、
西
国

三
十
三
所
順
礼
の
由
来
の
文
章
に
も
、
Ａ
本
と
小
異
が
あ
る
。
も
っ

と
も
大
き
な
違
い
は
、
三
十
三
所
観
音
霊
験
の
順
序
で
あ
る
。
Ｂ
本

は
、
十
七
番
六
波
羅
蜜
寺
の
「
空
也
上
人
一
を
冒
頭
で
見
開
き
に
掲

載
し
、
十
六
番
京
清
水
寺
の
「
熊
野
御
前
」
を
最
後
に
も
っ
て
き
て

い
る
。
そ
の
間
は
普
通
の
順
序
で
あ
る
。
こ
の
順
序
は
、
明
治
四
年

の
浅
草
で
の
興
行
の
番
付
（『
生
人
形
と
松
本
喜
三
郎
』
179
ペ
ー
ジ

に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
と
同
じ
で
あ
る
。
十
七
番
の
「
空
也

上
人
一
が
招
き
で
あ
っ
た
た
め
に
最
初
に
も
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
な
ぜ
十
六
番
が
最
後
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

実
際
の
興
行
が
そ
う
い
う
順
番
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｂ

本
は
、
浅
草
で
は
な
く
大
坂
千
日
前
の
興
行
時
の
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、「
生
人
偶
細
工
人
松
本
氏
は
肥
後
熊
本
の
産
に
て
」
で
始
る

跋
文
の
中
に
、「
大
坂
千
日
前
に
お
ゐ
て
興
行
な
し
」
と
い
う
部
分

が
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
Ｂ
本
は
Ａ
本
と
違
っ
て
興
行
と
一
体
の

絵
本
と
考
え
て
不
自
然
は
な
い
。」
西
田
耕
三
氏
「
生
人
形
の
芭
蕉
」

（『
近
畿
大
学
日
本
語
・
日
本
文
学
』　

平
成
十
七
年
刊
）

西
田
氏
蔵
Ｂ
本
と
家
蔵
奥
附
ナ
シ
「
國
政
筆
」
本
と
の
印
面
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
西
田
氏
論
文
に
掲
載
の
書
影
二
点
に
つ
い
て
比
較

検
討
で
き
る
。
先
ず
⑫
番
「
岩
間
寺
」
で
あ
る
。
明
ら
か
に
西
田
Ｂ

本
が
先
行
す
る
か
、
と
思
わ
れ
る
。
図
９
右
の
家
蔵
奥
附
ナ
シ
「
國

政
筆
」
本
は
、
⑫
番
「
岩
間
寺
」
に
関
し
て
は
別
板
で
あ
り
、
し
か

も
最
も
新
し
い
補
刻
葉
と
推
定
可
能
な
八
丁
オ
・
ウ
で
あ
る
。
八
・

ウ
図
に
つ
い
て
は
周
重
画
・
政
田
屋
板
の
錦
絵
）「
浅
草
金
龍
山
奥

山
活
人
形
の
図
」(

『
観
物
画
譜
』
所
収)

を
参
考
に
し
た
か
と
考
え

ら
れ
る
点
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
（
ち
な
み
に
同
じ
岩
間
寺
の
図
を

掲
げ
る
西
田
氏
蔵
Ａ
本
は
国
会
図
書
館
蔵
・
家
蔵
な
ど
多
く
の
伝
本

が
知
ら
れ
る
が
、
今
回
言
及
せ
ず
）。

⑤
番
「
藤
井
寺
」
の
掲
載
図
は
同
板
か
と
思
わ
れ
る
。
図
９
の
家

蔵
奥
付
ナ
シ
「
國
政
筆
」
本
の
最
も
新
し
い
補
刻
葉
が
⑫
番
「
岩
間

寺
」（
８
オ
）
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
図
10
の
西
田
氏

蔵
Ｂ
本
が
先
行
し
た
形
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
十
七
番
六
波
羅
蜜

寺
の
「
空
也
上
人
」
を
冒
頭
で
見
開
き
に
掲
載
し
、
十
六
番
京
清
水

寺
の
「
熊
野
御
前
」
を
最
後
に
も
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
間
は
普
通

の
順
序
」
の
も
の
が
先
行
し
て
刷
印
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
、
家
蔵

奥
付
ナ
シ
「
國
政
筆
」
本
が
補
刻
葉
に
変
わ
り
、
後
に
手
直
し
を
加

え
た
改
装
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
興
味
深
い
一
点
が

ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
た
。

表
紙
は
か
な
り
破
損
、
補
修
。
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図
９　

右
：
家
蔵
本　

左
：
西
田
氏
蔵
Ｂ
本　
　
　

下
：
参
考　

明
治
12
年
２
月
刊
本
（
後
述
）
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右
の
図
10
・
11
は
、
古
書
肆
フ
ロ
イ
ス
堂
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
２
０
１
７
・
11
に
入
手
）
に
提
供
さ
れ
た
図
で
、
単
辺
枠
左
辺
地

辺
の
欠
け
は
い
ず
れ
も
虫
食
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

次
頁
の
図
12
家
蔵
同
図
は
明
ら
か
に
同
板
で
、
観
音
の
四
周
の
空

間
に
磨
滅
な
ど
に
拠
る
印
面
汚
れ
が
家
蔵
本
に
お
い
て
進
行
し
て
い

る
。
詞
章
も
摩
滅
が
進
み
判
読
不
可
の
箇
所
も
多
い
（
頁
四
三
に
拡

大
し
て
比
較
図
を
掲
出
し
た
の
で
、
参
照
願
い
た
い
）。

ま
た
、
次
頁
の
図
13
の
如
く
提
供
さ
れ
た
明
治
十
二
年
二
月
八
日

刊
本
の
序
の
書
影
か
ら
裏
面
に
跋
の
左
右
逆
文
字（
裏
五
行
目
頭「
細

工
」「
千
」）
が
透
け
て
み
え
る
。
単
辺
枠
も
表
裏
ず
れ
て
お
り
明
ら

か
に
各
半
丁
分
が
別
板
（
お
そ
ら
く
左
端
糊
付
け
）
と
推
定
で
き
る

図
10

図
11
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よ
う
で
あ
る
。
⑫
番
札
所
「
岩
間
寺
」
の
図
も
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、

家
蔵
奥
附
ナ
シ
「
國
政
筆
」
本
と
同
図
同
板
で
あ
る
。

奥
附
か
ら
明
治
十
二
年
二
月
八
日
刊
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
千

日
前
興
行
を
当
て
込
ん
だ
出
版
で
あ
る
。
こ
の
明
治
十
二
年
二
月
八

日
刊
『
西
国
順
礼
霊
験
記
』
は
、
刷
印
・
製
本
当
初
よ
り
、
序
・
１

オ
と
跋
（
と
推
定
）・
１
ウ
の
各
半
丁
、
10
オ
・
⑯
番
札
所
「
清
水
寺
」

と
10
ウ
・
⑰
番
札
所
「
六
波
羅
蜜
寺
」
の
各
半
丁
を
糊
附
け
し
た
家

蔵
奥
付
ナ
シ
「
國
政
筆
」
本
の
よ
う
な
体
裁
の
冊
子
と
し
て
流
布
し

た
（
売
ら
れ
た
）
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
家
蔵
本
と
明
治
十
二
年
二

月
八
日
刊
本
と
の
刷
印
の
先
後
関
係
は
印
面
よ
り
判
断
し
て
家
蔵
本

が
後
の
刷
り
で
あ
ろ
う
。

二
、一
枚
刷
・
冊
子
型
絵
番
附
と
の
相
関
性
に
つ
い
て
―

千
日
前
興
行
の
場
合　

こ
こ
で
千
日
前
興
行
を
挟
ん
だ
前
後
の
一
枚
刷
絵
番
付
と
冊
子
型

絵
番
付
と
の
関
連
に
つ
い
て
現
在
確
認
（
一
部
の
原
物
確
認
は
今
後

の
課
題
と
す
る
）
で
き
る
範
囲
で
対
配
関
係
に
言
及
し
た
い
。

図
12

図
13
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先
ず
一
枚
刷
絵
番
付
を
整
理
す
る
と
、
興
行
地
で
三
類
、
各
々
別

版
で
四
種
に
な
る
。

①
浅
草
奥
山
興
行
版

　
　
　

熊
本
松
本
家
蔵

最
下
段
一
番
右
「
第
十
七
番
京　

六
波
羅
蜜
寺
」、
最
上
段
一
番

左
「
第
十
六
番　

山
城
東　

清
水
寺
」、
他
は
下
段
右
か
ら
順
に
一

番
か
ら
六
番
ま
で
、
以
下
同
じ
。
右
端
双
行
「
當
未
正
月
九
日
よ
り

浅
草
奥
山
に
お
い
て
興
行
仕
候
／
西
國
三
十
三
所
観
□
□　
　

大
道

具
大
仕
掛
に
取
仕
…
」

②
大
阪
千
日
前
興
行
版

　
　

Ａ　

梅
原
忠
治
郎
氏『
西
国
三
十
三
所
順
拝
通
誌
』中
巻（
梅

原
書
店　

昭
和
12
年
）
所
載
。
最
下
段
一
番
右
「
第
一
番　
　

紀
州

那
智
山
」、
最
上
段
一
番
左
「
第
三
十
三　

美
濃
谷
汲
」。
右
端
双
行

「
當
ル
明
治
十
二
年
一
月
吉
日
よ
り
南
千
日
前
に
於
て
興
行
仕
候
／

西
國
順
禮
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
」、
下
方
欄
外
「
玉
亭
芳
峯
」。
左

端
下
三
段
抜
い
て
「
一
世
／
一
代　

百
物
天
真
創
業
工
肥
後
熊
本
産

松
本
喜
三
郎
」

「
左
端
単
辺
枠
外
「
明
治
十
一
年
十
二
月
二
十
日
御
届　

編
輯
東
京

府
下
浅
草
区
浅
艸
北
東
仲
町
第
八
番
地　

枩
本
喜
三
郎　

出
版
人
坂

府
第
三
大
区
西
区
新
町
通
一
丁
目
十
一
番
地　
　

田
中
文
次
郎
」（
早

稲
田
大
学
図
書
館
蔵
に
よ
る
）」。『
あ
の
な
』
に
高
橋
好
劇
（
一
時
、

生
人
形
太
夫
本
・
浪
華
道
楽
宗
開
祖
）
執
筆
・
図
掲
載
。

　
　

Ｂ　

浄
国
寺
蔵

最
下
段
一
番
右「
第
一
番　
　

紀
州
那
智
山
」、最
上
段
一
番
左「
第

三
十
三　

美
濃
谷
汲
」。
右
端
双
行
「（
西
國
順
禮
／
三
十
三
所
）
観

音
霊
験
記
」、
下
方
欄
外
「
桃
水
画
」。
左
端
下
三
段
抜
い
て
「（
一

世
／
一
代
）　

百
物
天
真
創
業
工
肥
後
熊
本
産
松
本
喜
三
郎
」

左
端
欄
外
「
明
治
十
一
年
十
二
月
二
十
日
御
届　

編
輯
東
京
府
下
浅

草
区
浅
艸
北
東
仲
町
第
八
番
地　

枩
本
喜
三
郎　

出
版
人
坂
府
下
西

区
新
町
通
一
丁
目
十
一
番
地　

田
中
文
次
郎
」

（
興
行
地
・
月
日
を
伴
わ
な
い
点
、
明
治
十
二
年
二
月
の
千
日
前

の
興
行
時
と
直
接
係
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
点
注
意
を
要
す
る
。）

③
京
都
新
京
極
興
行
版

　
　
　

牧
野
和
夫
蔵

最
下
段
一
番
右
「
第
一
番　
　

紀
州
那
智
山
」、最
上
段
一
番
左
「
第　

三
十
三　

美
濃
谷
汲
」

右
端
双
行
「
當
ル
九
月
上
旬
ヨ
リ
新
京
極
通
四
条
上
ル
仲
ノ
町
に
お

い
て
興
行
仕
候
／
西
國
順
禮
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
」、
左
端
下
三

段
抜
い
て
「
一
世
／
一
代　

百
物
天
真
創
業
工
肥
後
熊
本
産
松
本
喜

三
郎
」、
左
欄
外
「
明
治
十
一
年
十
二
月
二
十
日
御
届　

編
輯
東
京

府
下
浅
草
区
浅
艸
北
東
仲
町
第
八
番
地　

枩
本
喜
三
郎　

出
版
人
坂
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府
下
西
区
新
町
通
一
丁
目
十
一
番
地　

田
中
文
次
郎
」、
右
欄
外
下

方
「
桃
（
？
）
水
画
」

大
阪
城
天
守
閣
文
庫
に
も
蔵
す
。

　

冊
子
型
絵
番
付
に
つ
い
て
は
、
興
行
地
で
四
類
、
現
存
本
の
装
丁

を
含
め
た
〝
外
形
〞
の
細
部
の
相
違
で
可
能
性
と
し
て
は
七
種
に
な

ろ
う
か
（
版
種
で
は
な
い
）。
今
後
、
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。
明
治
十
四
年
以
降
に
対
象
を
広
げ
れ
ば
、
想
像
の
域
を

超
え
そ
う
で
あ
る
。

①
浅
草
奥
山
興
行
版

　
　
　

熊
本
松
本
家
蔵

「
前
表
紙
に
男
女
二
人
の
、
絵
」「
上
部
に
「
西
国
順
礼
霊
験
記
」、

左
下
「
国
政
筆
」
と
」、
見
返
し
、
巡
礼
笠
装
束
。
御
詠
歌
な
し
。

首
に
「
十
七
番
六
波
羅
蜜
寺
／
空
也
上
人
」、
尾
に
「
十
六
番　

京

清
水
寺
／
熊
野
御
前
」、
跋
「
生
人
形
偶
細
工
人
松
本
氏
ハ
肥
後
国

熊
本
の
産
…
…
浅
草
奥
山
に
お
ゐ
て
興
行
な
し
、
…
」。

②
大
阪
千
日
前
興
行
版

　
ａ
西
田
耕
三
氏
（
Ｂ
本
）
蔵

表
紙
「
の
絵
柄
に
も
、
順
礼
の
旅
道
具
の
絵
に
も
、
西
国
三
十
三

所
順
礼
の
由
来
の
文
章
に
も
、」③
と「
小
異
が
あ
る
」御
詠
歌
な
し
。

首
に
「
十
七
番
六
波
羅
蜜
寺
／
空
也
上
人
」、
尾
に
「
十
六
番　

京

清
水
寺
／
熊
野
御
前
」、
跋
「
生
人
形
偶
細
工
人
松
本
氏
ハ
肥
後
国

熊
本
の
産
…
…
大
坂
千
日
前
に
お
ゐ
て
興
行
な
し
、…
」。奥
付
な
し
。

　

ｂ
フ
ロ
イ
ス
堂
販
売
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
書
影
に
拠
る

表
紙
に
順
礼
姿
男
女
二
人
の
絵
、
上
部
に
「
西
国
順
礼
霊
験
記
」、

左
下
に
「
国
政
筆
」
と
。
西
国
三
十
三
所
順
礼
の
由
来
の
文
章
、
首

に
第
一
番
、
尾
に
第
三
十
三
番
、
ご
詠
歌
ナ
シ
。
前
跋
に
「
細
工
ハ

…
…
千
日
…
…
」
と
左
右
逆
字
に
て
判
読
可
能
。
奥
附
「
明
治
十
二

年
一
月
廿
七
日
／
同　
　

年
二
月
八
日　

出
板
／
編
輯
人
（
東
京
府

下
浅
草
区
／
浅
草
北
東
仲
町
第
八
番
地
）松
本
喜
三
郎
／
出
版
人（
大

阪
府
下
西
区
／
新
町
通
壱
番
地
五
丁
目
第
十
一
番
地
）田
中
文
次
郎
」

　
ｃ
牧
野
和
夫
蔵

後
刷
り
で
補
刻
葉
を
混
じ
た
一
本
（
首
に
一
番
「
那
智
山
」
を
置

き
、
以
下
札
所
順
に
進
み
尾
に
「
三
十
三
番
谷
汲
寺
」
で
お
わ
る
。

跋
ナ
シ
。）。
第
一
章
の
家
蔵
本
書
誌
を
参
照
。

ａ
・
ｂ
・
ｃ
の
三
種
は
、
基
本
的
に
は
同
版
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
全
く
の
別
版
が
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

　

ｄ
国
会
図
書
館
蔵

表
紙
に
「
洛
東
華
山
院
」
の
前
景
を
描
き
、外
題
な
し
。
見
返
し
、

巡
礼
笠
装
束
。
御
詠
歌
あ
り
「
乁
…
…
」。
首
に
第
一
番
、
尾
に
第

三
十
三
番
、
跋
「
百
物
天
真
創
業
工
松
本
氏
ハ
肥
後
国
熊
本
の
産

…
…
」（
興
行
地
ナ
シ
）
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奥
付
「
明
治
十
二
年
四
月
十
一
日
御
届
／
同
年
仝
月　
　

出
版
／
定

價
金
三
銭
五
厘
／
編
輯
（
東
京
府
下
浅
草
区
／
浅
草
北
東
仲
町
第
八

番
地
）
松
本
喜
三
郎
／
出
版
人
（
大
阪
府
下
西
区
／
新
町
通
壱
番
地

五
丁
目
第
十
一
番
地
）
田
中
文
次
郎
／
記
者　

内
田
正
鳳
／
画
工　
　

久
保
田
桃
水
」。

後
刷
り
に
、
西
田
耕
三
氏
蔵
（
Ａ
本
）・
牧
野
和
夫
蔵
（
三
色
刷
袋

を
表
紙
に
仕
立
て
改
装
）
が
あ
る
。

　

な
お
、
参
考
と
し
て
有
楽
会
編
『
西
國
三
十
三
所
巡
礼
に
関
す
る

目
録
』
に
拠
る
（
昭
和
六
年
刊
）
な
ら
ば
、「
一
八　

西
国
順
礼
霊

験
記　

小
一
冊　

松
本
喜
三
郎
編
／
国
政
画　

明
治
十
二
年
一
月
廿

六
日
／
大
阪　
　

田
中
文
次
郎　
　
　

同　

氏
蔵
」
と
あ
る
明
治
12

年
１
月
26
日
刊
の
冊
子
型
絵
番
付
は
、
現
在
確
認
で
き
ず
。
同
氏
と

は
田
中
緑
紅
氏
（
京
都
集
古
会
会
員
有
楽
会
会
員
他
）。

③
京
都
新
京
極
興
行
以
降

　
　
　

牧
野
和
夫
蔵

表
紙
に
石
柱
「
花
山
法
皇
□
落
飾
之
道
場
」、
寺
院
前
景
を
描
き
、

外
題
な
し
。
見
返
し
に
巡
礼
笠
と
装
束
。
御
詠
歌
あ
り
「
仕
切
り
単

線
／
…
…
」。
首
に
第
一
番
、
尾
に
第
三
十
三
番
、
跋
「
百
物
天
真

創
業
工
松
本
氏
ハ
肥
後
国
熊
本
の
産
…
…
」。
こ
の
版
の
下
図
は
②

ｂ
の
粗
い
覆
刻
か
。

奥
附
「
明
治
十
三
年
四
月
六
日
／
同　
　

年
仝
月　

出
版
／
（
東
京

府
下
浅
草
区
／
浅
草
北
東
仲
町
第
八
番
地
）
松
本
喜
三
郎
／
編
輯
兼

出
版
人　

京
都
府
平
民
／
磯
田
栄
助
／
（
京
都
府
下
京
区
第
拾
九
組

／
五
条
通
寺
町
西
入
御
影
堂
前
町
九
百
三
番
地
）」

④
興
行
地
不
詳　
　

　
　
　

熊
本
松
本
家
蔵

「
明
治
十
四
年
版
冊
子
体
番
付
は
、
細
田
明
宏
氏
に
ご
提
供
頂
い

た
松
本
家
蔵
本
の
写
真
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
二
年
大
阪
版
冊
子
体
番

付
に
極
め
て
近
い
。」
頁
51
〜
52
、
と
。
確
認
し
て
い
な
い
。

　

明
治
八
年
四
月
三
十
日
に
、大
阪
で
は
、大
小
区
制
を
実
施
し
、「
玉

亭
芳
峯
画
」
の
一
枚
刷
り
で
は
、「
坂
府
第
三
大
区
西
区
新
町
通
一

丁
目
十
一
番
地　

田
中
文
次
郎
」
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
明
治

十
二
年
二
月
十
日
、
三
新
法
に
基
づ
く
郡
区
町
村
制
が
実
施
さ
れ
、

「
久
保
田
桃
水
画
」
の
一
枚
刷
り
で
は
、「
出
版
人
坂
府
下
西
区
新
町

通
一
丁
目
十
一
番
地　

田
中
文
次
郎
」と
改
ま
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

「
玉
亭
芳
峯
画
」
の
一
枚
刷
り
は
、
明
治
十
一
年
十
二
月
以
前
に
下

絵
を
玉
亭
芳
峯
に
発
注
し
、
翌
年
一
月
頃
に
は
既
に
刷
印
配
布
さ
れ

て
い
た
予
告
版
一
枚
刷
り
な
の
で
あ
ろ
う
。「
久
保
田
桃
水
画
」
の

一
枚
刷
り
は
、
興
行
の
始
ま
っ
た
二
、三
月
か
ら
興
行
の
終
い
の
六

月
頃
ま
で
に
は
刷
印
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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一
枚
刷
絵
番
付
と
冊
子
型
絵
番
付
と
の
各
図
を
比
較
し
て
み
る
。

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
⑱
番
「
六
角
堂
」
札
所
に
限
る
。
詳
細
は
別
な

機
会
に
比
較
す
る
が
、
図
の
よ
う
な
対
応
を
示
し
て
い
る
。

松
本
家
蔵
明
治
14
年
刊
本
（
中
前
正
志
氏
「
近
代
池
坊
い
け
ば
な

縁
起
追
考
」『
女
子
大
国
文
』
１
４
３
号
所
載
の
図
版
と
の
比
較
で

牧
野
が
判
断
）
は
、
さ
ら
に
別
版
で
家
蔵
明
治
13
年
４
月
刊
本
に
図

柄
は
酷
似
し
て
い
る
。

結
果
と
し
て
、
大
阪
千
日
前
で
の
興
行
は
、
二
月
十
日
以
前
に
配

ら
れ
た
玉
亭
芳
峯
画
の
一
枚
刷
絵
番
付
と
二
月
十
日
（
八
日
刊
と
あ

る
）
頃
以
降
の
あ
る
時
期
に
刷
ら
れ
た
、
大
阪
の
四
条
派
即
ち
大
和

絵
の
系
譜
に
連
な
る
絵
師
「
久
保
田
桃
水
」
の
「
画
」
と
作
る
一
枚

図
14
：
家
蔵
奥
付
ナ
シ
「
国
政
」
本

図
15
：
玉
亭
芳
峯
画
一
枚
刷

図
16
：
新
京
極
予
告
一
枚
刷
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刷
絵
番
付
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
絵
柄
を
配
し
た
冊
子
型

絵
番
付
が
刷
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
図
14
と
15
、
図
16
と
17
〜

18
や
松
本
家
蔵
明
治
14
年
刊
本
。
正
確
に
は
図
16
に
対
応
す
る
（
頭

巾
ナ
シ
、
花
器
対
応
）
冊
子
型
絵
番
付
本
は
未
だ
紹
介
さ
れ
ず
。
今

後
に
期
待
す
る
の
み
）。
重
要
な
こ
と
は
、
二
月
十
日
以
前
に
制
作

さ
れ
た
一
枚
刷
が
玉
亭
芳
峰
と
い
う
上
方
の
浮
世
絵
師
の
手
に
な
る

も
の
で
、
図
柄
は
東
京
の
浮
世
絵
師
四
代
「
國
政
筆
」
と
銘
打
っ
た

冊
子
型
絵
番
付
（
松
本
家
蔵
の
一
点
を
除
き
す
べ
て
大
坂
千
日
前
乃

至
京
極
或
い
は
四
国
な
ど
の
興
行
）
に
対
応
可
能
な
図
様
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
絵
番
付
は
補
刻
葉
を
混
じ
え
て
複
雑
な
伝
本
が

存
在
す
る
。
首
に「
十
七
番
六
波
羅
蜜
寺
／
空
也
上
人
」、尾
に「
十
六

番　

京
清
水
寺
／
熊
野
御
前
」
を
配
し
た
東
京
浅
草
奥
山
興
行
の
際

の
巡
礼
配
置
に
従
っ
た
も
の
や
同
じ
板
木
を
使
用
し
て
切
り
貼
り
の

手
間
を
か
け
て
一
番
か
ら
順
に
配
し
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
補
刻
葉

な
ど
を
含
め
れ
ば
か
な
り
複
雑
な
展
開
を
予
想
で
き
そ
う
で
あ
る

が
、
手
許
の
資
料
に
乏
し
く
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

図
柄
は
人
物
な
ど
の
髪
型
（
明
治
九
年
出
板
と
し
た
「
皇
国
貴
賤

／
頭
髪
沿
革
図
」
な
ど
に
は
「
御
一
新
前
／
西
国
の
武
家
の
あ
た
ま
」

な
ど
と
し
て
東
京
と
の
異
な
り
に
留
意
し
て
い
る
例
が
あ
る
）・
着

衣
（
京
阪
、
京
で
は
西
陣
な
ど
が
ひ
か
え
る
）、
特
に
僧
衣
な
ど
も

一
変
す
る
。
真
宗
系
か
、
と
も
考
え
う
る
黒
衣
か
ら
図
16
の
如
く
白

衣
へ
、
図
17
（
新
京
極
興
行
）
以
降
の
如
く
さ
ら
な
る
宗
匠
ス
タ
イ

図
18
：
家
蔵
明
治
13
年
４
月
刊
本

図
17
：
家
蔵
明
治
12
年
４
月
刊
本



― 42 ―

ル
へ
の
変
化
は
、
看
過
し
が
た
い
重
要
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
背
景

の
立
花
図
〔
花
器
も
含
め
て
〕
の
変
化
も
興
味
深
い
。
明
ら
か
に
明

治
十
年
の
内
国
博
覧
会
に
立
花
・
生
花
を
出
瓶
し
た
専
正
（
そ
の
後

の
専
啓
へ
）
な
ど
の
神
仏
分
離
期
に
対
す
る
危
機
感
を
も
っ
た
活
発

な
〝
活
動
〞
や
そ
の
立
（
生
）
花
図
（『
専
正
生
花
集
』）
な
ど
の
普

及
を
髣
髴
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
松
本
喜
三
郎
と
真
宗
や
池
坊

図
19
：
明
治
12
年
２
月
刊
本
（
図
11
と
同
）

図
20
：
新
京
極
予
告
一
枚
刷
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家
と
の
信
仰
上
の
交
流
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
が
あ
る
。
東
京
か
ら

上
方
へ
転
じ
た
興
行
地
の
風
俗
習
慣
の
変
化
に
対
応
し
た
絵
師
の
交

替
並
び
に
趣
好
へ
の
配
慮
（
見
物
客
の
需
め
や
京
阪
周
辺
寺
院
へ
の

配
慮
な
ど
）
を
み
る
べ
き
か
、
と
思
う
。
谷
汲
観
音
の
図
に
関
し
て

一
例
言
及
す
る
が
（
参
考
に
、
明
治
十
二
年
二
月
刊
〈
図
21
〉
本
と

家
蔵
奥
付
ナ
シ
「
国
政
」
本
〈
図
22
〉
の
観
音
像
を
掲
出
す
る
）、個
々

の
詳
細
な
検
討
は
別
に
稿
を
改
め
た
い
。

十
二
年
九
月
予
告
の
京
都
新
京
極
興
行
用
の
予
告
一
枚
刷
絵
番
付

は
熊
本
浄
国
寺
蔵
の
一
枚
刷
絵
番
付
と
ほ
ぼ
同
じ
図
柄
で「
桃
水
画
」

と
銘
打
っ
て
い
る
点
は
う
な
ず
か
れ
る
。
家
蔵
の
明
治
十
三
年
四
月

刊
の
冊
子
型
絵
番
付
は
、
京
都
の
絵
草
紙
屋
の
磯
田
栄
助
が
刊
行
し

て
お
り
、
明
ら
か
に
京
都
新
京
極
興
行
後
の
西
国
三
十
三
所
案
内
と

し
て
売
ら
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
的
な
冊
子
な
の
で
あ
ろ
う
。
絵
は
ほ

ぼ
久
保
田
桃
水
の
そ
の
ま
ま
の
転
用
（
覆
刻
で
は
な
い
。
若
干
の
相

違
に
注
意
さ
れ
る
）
で
あ
る
が
、
画
工
の
名
前
は
な
い
。
次
頁
図
23

は
、
熊
本
松
本
家
蔵
版
木
再
活
用
火
鉢
の
板
木
に
て
刷
印
（
実
印
）

し
た
も
の
で
あ
る
。「
明
治
十
五
年
」
の
「
熊
本
の
興
行
を
終
え
て
、

（
略
）
一
世
一
代
の
大
作
で
あ
る
「
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
」

の
人
形
は
、
遂
に
人
手
に
売
り
渡
す
こ
と
に
し
、
案
内
記
の
版
木
は

火
鉢
に
さ
れ
た
。」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
十
五
年
頃
以
前

の
板
木
で
、
下
図
24
に
示
す
家
蔵
の
明
治
十
三
年
四
月
刊
の
冊
子
型

絵
番
付
の
も
の
と
同
板
か
覆
刻
で
あ
ろ
う
。

図
21
：
図
19
の
観
音
拡
大
図

図
22
：
家
蔵
奥
付
ナ
シ
「
国
政
」
本
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明
ら
か
に
、
谷
汲
寺
に
奉
納
さ
れ
た
観
音
像
（
と
同
時
期
に
二
点

作
成
、
そ
の
内
の
一
点
浄
国
寺
蔵
）
は
、
明
治
十
三
年
四
月
に
刊
行

さ
れ
た
家
蔵
『
西
国
順
礼
霊
験
記
』
の
図
様
（
図
24
）
に
合
致
す
る

の
で
あ
る
。
笠
の
色
と
い
い
、
笠
か
ら
玉
を
垂
れ
る
様
子
と
い
い
、

ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
裾
模
様
の
格
子
模
様
の
一
致
に
は
と
く
に

留
意
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
板
木
再
活
用
の
火
鉢
の
こ
の
板
木
も
、

明
治
十
三
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
家
蔵
『
西
国
順
礼
霊
験
記
』
の
図

を
刷
印
し
た
同
じ
板
木
の
可
能
性
も
残
る
。
明
治
十
四
年
版
を
確
認

し
て
い
な
い
の
で
確
言
は
ひ
か
え
た
い
。
浅
草
奥
山
興
行
版
以
降
、

笠
は
幾
た
び
も
変
じ
て
お
り
、
重
ね
る
衣
（
肌
も
透
け
る
よ
う
な
も

の
に
始
ま
り
）
の
襞
の
具
合
も
変
転
し
て
止
ま
な
い
。
空
も
晴
れ
渡

り
、
近
景
に
橋
を
配
し
た
図
は
、
明
治
十
三
年
四
月
刊
の
京
都
の
絵

図
23
：
松
本
家
蔵
火
鉢
再
利
用
板
木
に
て
刷
印

図
24
：
家
蔵
明
治
13
年
４
月
刊
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草
紙
屋
磯
田
栄
助
の
手
に
係
る
「
霊
験
一
じ
る
き
を
略
し
て
」
綴
り

著
し
た
「
小
冊
」
に
始
ま
る
か
、
と
も
思
わ
れ
る
。
多
く
の
絵
番
付

は
薄
暮
か
曇
天
に
雪
の
ち
ら
つ
く
雪
景
色
で
橋
も
な
に
も
見
え
な
い

光
景
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
京
阪
の
一
、二
月
頃
の

興
行
を
当
て
込
ん
だ
図
柄
か
、
と
想
像
し
て
み
る
の
も
一
興
で
あ
る

（
な
お
、
初
校
時
に
気
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
雪
空
、
晴
天
の
相

違
に
つ
い
て
は
、ｗ
ｅ
ｂ
上
に
も
指
摘
が
あ
る
。『
見
世
物
興
行
年
表
』

〈blog.livedoor.jp/m
isem

ono/
〉参
照
。
但
し
、版
本
学
上
の
、刊
・

印
・
修
が
明
確
で
は
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。）。

結
び
に
か
え
て

以
上
の
ま
と
め
と
し
て
、
あ
え
て
憶
測
を
加
え
て
大
坂
千
日
前
興

行
の
輪
郭
の
一
端
を
跡
付
け
て
み
た
い
。

既
に「『
西
国
三
十
三
所
巡
礼
記
』研
究
史
の〝
空
白
領
域
〞―〝
集

古
会
〞〝
生
人
形
〞
と
そ
の
周
辺
―
」（『
巡
礼
記
研
究
』
第
４
集

〈
２
０
０
７
・
９
〉）
に
指
摘
し
て
久
し
い
が
、
興
行
に
「
合
わ
せ
て

刊
行
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
風
な
刷
り
物
〝
西
国
順
礼
霊

験
記
〞」
の
刊
行
年
表
の
空
白
を
、
特
に
大
阪
・
京
都
の
興
行
を
中

心
に
新
た
に
埋
め
る
べ
く
努
め
た
が
、
今
後
に
残
る
課
題
は
多
い
と

し
た
。

こ
こ
で
は
、
冊
子
・
一
枚
刷
り
の
い
ず
れ
も
材
料
の
乏
し
い
浅
草

奥
山
興
行
を
一
先
ず
置
い
て
、
大
坂
千
日
前
・
京
都
新
京
極
興
行
に

係
る
推
測
を
行
う
。
当
初
か
ら
か
ど
う
か
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、

東
京
浅
草
の
興
行
の
際
に
使
用
し
た
人
形
を
軸
に
衣
装
や
道
具
類
を

含
め
た
諸
々
を
余
り
替
え
る
こ
と
な
く
興
行
す
る
予
定
で
、
予
告
の

ビ
ラ
チ
ラ
シ
一
枚
刷
り
絵
番
付
を
江
戸
の
浮
世
絵
師
に
直
結
す
る
玉

亭
芳
峯
に
下
絵
を
依
頼
し
た
。
冊
子
型
絵
番
付
も
四
代
目「
国
政
筆
」

と
銘
打
っ
て
改
版
（
こ
の
点
は
確
言
で
き
な
い
）
し
た
。
そ
の
際
に

跋
「
浅
草
奥
山
に
お
ゐ
て
興
行
な
し
」
を
「
大
坂
千
日
前
に
お
ゐ
て

興
行
な
し
」
に
改
め
た
板
木
を
お
こ
し
、
首
に
「
十
七
番
六
波
羅
蜜

寺
／
空
也
上
人
」
を
見
開
き
に
（
１
ウ
・
２
オ
）
に
置
き
、尾
に
「
十
七

番
清
水
寺
／
熊
野
御
前
」（
上
図
下
文
、
双
六
な
ど
の
ア
ガ
リ
）
を

配
し
た
も
の
で
、
奥
山
興
行
の
形
式
を
踏
襲
し
た
よ
う
で
あ
る
。
予

告
ビ
ラ
一
枚
刷
り
は
、
し
か
し
枠
内
地
辺
右
よ
り
第
一
番
、
順
に
進

ん
で
枠
内
天
辺
左
に
第
三
十
三
番
の
ア
ガ
リ
を
配
し
た
、
奥
山
興
行

と
異
な
る
一
枚
刷
り
と
な
っ
た
。
こ
の
原
因
を
類
推
す
る
確
た
る
資

料
は
な
い
。
二
月
八
日
以
降
の
あ
る
時
点
で
、
こ
の
一
枚
刷
り
と
冊

子
型
と
の
齟
齬
を
解
消
す
べ
く
冊
子
型
絵
番
付
に
手
を
加
え
フ
ロ
イ

ス
堂
ｗ
ｅ
ｂ
掲
載
の
二
月
八
日
刊
絵
番
付
や
家
蔵
奥
付
ナ
シ
「
国
政

筆
」
本
の
よ
う
な
糊
付
け
作
業
が
試
み
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治

十
二
年
二
月
十
日
以
降
の
あ
る
時
期
、
一
月
興
行
を
謳
っ
た
玉
亭
芳

峯
画
に
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
大
坂
の
四
条
派
の
絵
師
久
保
田
桃
水
描

く
と
こ
ろ
の
絵
番
付
、
す
な
わ
ち
熊
本
浄
国
寺
蔵
の
如
き
一
枚
刷
絵



― 46 ―

番
付
が
刷
印
さ
れ
た
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。
家
蔵
の
明
治
十
二
年
四

月
刊
の
冊
子
型
絵
番
付
が
刷
ら
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
か
。
明

治
十
二
年
の
九
月
京
都
新
京
極
興
行
を
予
告
し
た
一
枚
刷
も
久
保
田

桃
水
画
で
、
桃
水
画
と
あ
る
浄
国
寺
蔵
一
枚
刷
と
ほ
ぼ
同
じ
図
柄
で

同
配
置
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
一
枚
刷
に
呼
応
し
た
冊
子
型
絵
番
付
も

刷
印
さ
れ
た
、
と
推
測
で
き
る
が
、
現
存
を
確
認
で
き
な
い
。
家
蔵

の
明
治
十
三
年
四
月
刊
の
冊
子
型
絵
番
付
は
興
行
時
の
も
の
で
は
な

く
、
興
行
の
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
頃
に
格
好
の
案
内
本
と
し
て
京
都
の

絵
草
紙
屋
磯
田
栄
助
に
て
販
売
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
風
の
も
の
で

は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
附
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
後
に
生
人
形
の
太
夫
本
（
元
）

と
し
て
大
正
二
年
頃
ま
で
興
行
に
携
わ
っ
た
浪
華
の
高
橋
好
劇
に
つ

い
て
簡
略
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
高
橋
好
劇
は
「
太
夫
本
の
仕
事
を

や
め
て
西
国
巡
礼
の
旅
に
出
る
」
が
、
大
正
八
年
に
浪
華
道
楽
宗
な

る
趣
味
家
の
集
ま
り
を
創
始
し
て
、
メ
ン
バ
ー
を
三
十
三
所
の
札
所

に
擬
し
て
山
号
寺
号
を
各
自
設
け
て
、
集
印
・
納
札
交
換
・
お
御
籤

配
布
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
た（
期
を
同
じ
く
し
て〈
通
説
で
は「
先

行
」
す
る
、
と
さ
れ
る
〉、
東
京
に
同
様
な
我
楽
他
宗
が
三
田
平
凡

寺
の
手
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
て
い
る
）。
興
行
も
活
動
写
真
な
ど
へ

移
り
、
刷
り
物
も
絵
葉
書
な
ど
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
大
正
・
昭
和

初
期
の
趣
味
家
の
活
動
と
三
十
三
所
の
係
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

高
橋
好
劇
は
『
大
阪
人
物
辞
典
』（
三
善
貞
司
編　

平
成
十
二
年

十
一
月
、
清
文
堂
）
に

「
た
か
は
し
こ
う
げ
き　

趣
味
人
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
大

阪
炭
屋
町
生
ま
れ
。
染
物
業
を
営
み
盛
業
で
あ
っ
た
。
壮
年
期
浄
瑠

璃
に
凝
り
や
が
て
芝
居
に
関
す
る
道
具
類
や
郷
土
玩
具
の
収
集
に
熱

中
、
家
業
を
傾
け
る
を
厭
わ
ず
私
財
を
注
ぎ
込
ん
だ
。
ま
た
「
趣
味

道
楽
宗
」
な
る
愛
好
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、
元
旦
に
七
福
神
の
土
人
形

を
製
作
し
、
同
好
者
に
配
っ
た
。
没
年
不
明
。」

と
あ
る
。

『
生
人
形
と
松
本
喜
三
郎
』
図
録
解
説
に
澤
井
浩
一
氏
は
、
高
橋

好
劇
の
記
述
（『
あ
の
な
』
第
四
集
６
月
号
、
同
集
10
〜
12
月
号　

１
９
２
７
）
な
ど
に
よ
っ
て
、「
明
治
十
五
年
」
の
「
熊
本
の
興
行

を
終
え
て
、（
略
）
一
世
一
代
の
大
作
で
あ
る
「
西
国
三
十
三
所
観

音
霊
験
記
」
の
人
形
は
、
遂
に
人
手
に
売
り
渡
す
こ
と
に
し
、
案
内

記
の
版
木
は
火
鉢
に
さ
れ
た
。」
と
い
う
。

ま
た
、
高
橋
好
劇
が
太
夫
元
と
な
っ
て
各
地
を
興
行
し
て
回
っ
た

が
、
お
お
む
ね
「
不
入
り
に
終
わ
っ
た
。」
と
記
述
し
、「
大
正
二
年

は
高
松
、
岡
山
、
姫
路
と
興
行
し
、
こ
れ
を
最
後
に
高
橋
好
劇
は
太

夫
本
の
仕
事
を
や
め
て
西
国
巡
礼
の
旅
に
出
る
。
高
橋
の
手
を
離
れ

た
人
形
は
、
翌
年
に
別
の
人
間
に
よ
り
堺
の
大
浜
で
興
行
さ
れ
、
そ

の
後
は
海
外
の
収
集
家
の
手
に
渡
っ
た
な
ど
の
風
聞
が
流
れ
る
の
み

で
行
方
不
明
と
な
っ
た
。」
と
い
う
。

高
橋
好
劇
（
１
８
６
７
〜
１
９
３
２
）
は
、「
元
来
芝
居
好
き
か
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ら
自
ら
好
劇
と
名
乗
っ
て
居
た
。
踊
り
も
旨
け
れ
ば
絵
も
一
寸
書
い

た
。
器
用
貧
乏
で
通
し
た
人
だ
が
、
大
阪
趣
味
界
の
肝
入
役
、
世
話

方
と
し
て
東
奔
西
走
蒐
集
品
の
展
覧
会
や
趣
味
的
遊
楽
に
は
い
ち
鼻

に
商
売
を
忘
れ
て
尽
力
し
た
。
頗
る
貴
重
と
特
行
な
人
で
あ
っ
た
」

（『
上
方
』
24
号
）」
と
あ
り
、「
百
物
天
真
創
業
工
／
人
形
図
解
」
と

題
し
て
引
い
て
い
る
が
、
典
拠
を
「
掬
水
庵
淫
（
渓
の
誤
植
か
）
楓

『
あ
の
な
』
所
載
」
と
す
る
。
ち
な
み
に
掬
水
庵
渓
楓
は
、
肥
田
彌

一
郎
、「
肥
田
家
の
宗
家
（
本
家
）
を
継
ぎ
、
虎
屋
銀
行
、
虎
屋
信

託
の
取
締
役
、
大
阪
聚
文
社
の
監
査
役
な
ど
を
務
め
た
趣
味
人
。
掬

水
庵
と
号
し
「
楓
文
庫
」
を
建
て
、
個
人
の
趣
味
誌
『
あ
の
な
』
を

発
刊
し
た
。」（
森
田
俊
雄
氏
『
和
の
お
も
ち
ゃ
絵　

川
崎
巨
泉
』

２
０
１
０
・
５　

社
会
評
論
社
）
と
の
紹
介
も
あ
る
が
、
林
若
樹
な

ど
の
集
古
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
大
阪
の
趣
味
家

に
は
い
ろ
い
ろ
な
集
ま
り
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
七
笑
会
や
三
仍
会
・

娯
美
会
・
天
愚
会
な
ど
の
名
を
も
つ
が
、
大
阪
趣
味
界
を
代
表
す
る

も
の
は
、
大
正
八
年
に
始
ま
る
浪
華
趣
味
道
楽
宗
で
あ
る
。
高
橋
好

劇
は
、
こ
の
浪
華
道
楽
宗
の
開
祖
に
し
て
総
本
山
梨
園
山
好
劇
寺
の

住
職
で
僧
名
を
東
堂
然
佛
と
称
し
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
三
十
三
所

の
札
所
に
擬
し
、
各
々
趣
味
に
因
ん
だ
山
号
寺
号
を
も
ち
、
蒐
集
品

を
持
ち
寄
る
な
ど
し
て
は
工
夫
を
凝
ら
し
た
集
ま
り
を
定
期
・
不
定

期
を
問
わ
ず
開
催
し
た
。
後
に
壮
哉
小
会
を
主
宰
し
会
誌『
あ
の
な
』

を
発
刊
し
た
肥
田
渓
楓
と
は
、
種
々
の
会
合
で
知
り
合
い
と
な
っ
た

図
25
右
：
三
田
平
凡
児　

中
：
林
若
樹　

左
：
高
橋
好
劇
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よ
う
だ
が
、
大
正
五
年
関
西
納
札
会
の
発
会
式
が
催
さ
れ
出
会
っ
た

の
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
東
京
の
集
古
会

や
納
札
連
と
も
緊
密
な
繋
が
り
が
出
来
た
（
関
西
で
の
千
社
札
の
交

換
会
の
活
況
を
見
る
に
至
る
）。
五
月
十
四
日
の
発
会
式
に
は
大
坂
・

京
都
を
軸
に
趣
味
家
が
集
い
、
高
橋
好
劇
・
肥
田
渓
楓
・
川
崎
巨
泉
・

蘆
田
止
水
な
ど
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
実
は
大
正
六

年
に
高
橋
好
劇
の
制
作
し
た
納
札
交
換
会
の
絵
札
貼
り
込
み
帖
三
帖

を
家
蔵
し
て
い
る
の
で
紹
介
す
る
が
、
そ
の
前
に
大
正
・
昭
和
を
代

表
す
る
趣
味
家
の
リ
ー
ダ
ー
の
写
真
を
示
し
て
お
く
。
図
25
、
右
は

我
楽
他
宗
の
三
田
平
凡
寺
、
中
央
が
集
古
会
の
林
若
樹
、
左
が
浪
華

趣
味
道
楽
宗
の
高
橋
好
劇
で
あ
る
。
下
の
26
図
は
高
橋
好
劇
手
製
の

納
札
貼
り
込
み
帖
三
帖
の
う
ち
の
一
帖
で
あ
る
。

図
27
・
28
は
、
大
正
６
年
東
京
の
巴
連
故
石
井
新
の
追
善
絵
札
交

換
会
の
連
札
な
ど
で
あ
り
、
い
づ
れ
も
梅
堂
豊
斎
、
か
つ
て
四
代
国

政
を
名
乗
っ
て
い
た
錦
絵
師
の
手
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

図
29
は
、
浪
華
趣
味
道
楽
宗
の
開
祖
に
し
て
事
務
所
を
預
か
る
高
橋

好
劇
の
手
に
な
る
趣
意
書
と
各
札
所
の
山
号
字
号
・
御
詠
歌
・
住
職

名
・
住
所
で
あ
る
。

図
29
は
、
上
の
右
：
配
り
札
、
中
：
一
枚
刷
り
縁
起
、
左
：
お
み

く
じ
、
下
段
に
朱
印
帖
（
浪
花
贅
六
庵
所
持
か
）
で
あ
る
。
お
み
く

じ
・
掲
載
朱
印
は
、
梨
園
山
劇
好
寺
、
高
橋
好
劇
の
も
の
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
絵
札
の
中
に
大
正
六
年
「
世
態
二
十
種
／

図
26
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図
27

図
28
―
1

図
28
―
2
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図
29

図
30
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祝
関
西
納
札
会
壱
周
年
」
と
題
し
た
東
都
睦
会
の
納
札
が
貼
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
年
三
月
に
巴
連
の
重
鎮
で
あ
っ

た
石
井
新
の
追
善
納
札
会
が
催
さ
れ
大
坂
か
ら
福
山
碧
翠
と
高
橋
好

劇
が
絵
札
交
換
に
応
じ
て
い
る
。
と
く
に
重
視
す
べ
き
は
、
絵
札
の

絵
を
担
当
し
た
の
が
、
他
で
も
な
い
浮
世
絵
師
梅
堂
豊
斎
、
す
な
わ

ち
四
代
國
政
で
あ
る
。
あ
の
『
西
国
順
礼
霊
験
記
』
東
京
浅
草
奥
山

興
行
の
絵
番
付
を
担
当
し
た
浮
世
絵
師
の
大
正
期
の
「
姿
」
が
そ
こ

に
あ
っ
た
。
太
夫
元
を
止
め
西
国
三
十
三
所
の
旅
に
出
て
帰
阪
し
た

高
橋
好
劇
の
絵
札
を
か
つ
て
の
「
国
政
」
が
引
請
け
た
の
で
あ
る
。

大
正
五
・
六
年
は
、
大
正
二
年
頃
に
「
高
松
、
岡
山
、
姫
路
と
興

行
し
」、
こ
れ
を
最
後
に
太
夫
本
の
仕
事
を
や
め
て
西
国
巡
礼
の
旅

に
出
た
高
橋
好
劇
が
帰
阪
間
も
な
い
頃
で
あ
る
。
こ
の
二
年
後
の
大

正
八
年
、
高
橋
好
劇
が
大
阪
に
「
メ
ン
バ
ー
が
西
国
三
十
三
所
の
札

所
に
擬
し
、
各
々
趣
味
に
因
ん
だ
山
号
寺
号
を
も
つ
」
浪
華
道
楽
宗

を
起
ち
上
げ
る
。
一
方
で
三
田
平
凡
寺
が
東
京
に
酷
似
の
趣
旨
で
我

楽
他
宗
を
創
設
す
る
。

通
説
で
は
、「
平
凡
寺
の
我
楽
他
宗
を
真
似
た
」
と
い
わ
れ
る
が
、

発
想
の
源
（〝
こ
だ
わ
り
〞
と
い
っ
て
よ
い
か
）
は
案
外
好
劇
の
側

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
趣
味
家
の
集
ま
り
の

全
国
組
織
化
を
も
く
ろ
ん
だ
大
阪
の
蘆
田
止
水
な
ど
の
東
上
を
介
し

た
動
き
が
大
正
六
年
頃
に
は
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
ほ
ゞ
東

西
相
呼
応
し
た
動
き
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
生
人

形
『
西
国
順
礼
霊
験
記
』
興
行
史
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
今
後
の
検

討
を
要
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
が
、
実
は
こ
の
趣
味
家
集
団
に

は
、
シ
カ
ゴ
大
学
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
や
チ
ェ
コ
の
建
築
家
ア

ン
ト
ニ
ン
・
レ
イ
モ
ン
ド
な
ど
多
く
の
欧
米
の
人
々
が
魅
了
さ
れ
参

加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

東
京
我
楽
他
宗
と
大
阪
浪
華
趣
味
道
楽
宗
の
開
創
に
梅
堂
豊
斎
や

高
橋
好
劇
を
軸
に
展
開
し
た
生
人
形「
西
国
三
十
三
所
順
礼
霊
験
記
」

興
行
の
「
動
向
」
が
深
く
係
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
見
落
と
し
が
た

い
事
実
で
あ
る
。
大
正
・
昭
和
前
期
に
盛
行
を
み
た
「
趣
味
」
の
世

界
が
、〝
巡
（
順
）
礼
〞
と
い
う
奥
深
い
精
神
風
土
に
幾
分
か
は
根

差
し
た
と
こ
ろ
に
花
開
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
熱
狂
的
な
ス

タ
ン
プ
巡
礼
へ
展
開
し
て
い
く
と
い
う
道
筋
は
、
ほ
ぼ
誤
ら
な
い
と

こ
ろ
と
な
ろ
う
。
今
ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
に
旺
盛
な
拡
大
深
化
を
遂
げ

て
い
る
ス
タ
ン
プ
も
こ
れ
ら
の
流
れ
に
無
縁
で
は
な
い
、
と
考
え
て

も
み
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
簡
紹
し
た
高
橋
好
劇
関
連
資
料
の
詳
細
な
紹
介
は
、
大
正

イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
ー
学
会
大
会
（
平
成
三
十
年
三
月
十
一
日
於
同
志
社

大
学
）
に
お
い
て
、
大
正
前
期
の
ロ
ー
マ
字
関
係
資
料
の
紹
介
と
併

せ
て
行
う
予
定
で
あ
る
。
別
稿
も
予
定
し
て
い
る
。

　

本
稿
に
使
用
し
た
図
版
の
拠
り
所
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

図
９
左
＝
西
田
耕
三
氏
「
芭
蕉
と
生
人
形
」
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図
９
下
・
10
・
11
・
13
＝
フ
ロ
イ
ス
堂
ｗ
ｅ
ｂ
上
掲
載
書
影
（
店

主
の
御
諒
解
を
得
て
い
る
）

図
15
＝
梅
原
忠
治
郎
氏
『
西
国
三
十
三
所
順
拝
通
誌
』
中
巻
（
梅

原
書
店　

昭
和
12
年
）
所
載
図
版

図
25
上
左
＝
藤
野
滋
氏『
我
楽
他
宗
宗
員
列
伝
』（
平
成
19
年
10
月
）

　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

本
稿
は
、
２
０
１
７
年
11
月
30
日
よ
り
12
月
３
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
日
中
韓
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
―
画
像
と
物

語
―
」（
於
韓
国
蔚
山
大
学
校
）に
お
け
る
発
表「
生
人
形
絵
番
付『
西

国
順
礼
霊
験
記
』
を
め
ぐ
る
一
側
面
」
の
内
容
に
一
部
資
料
を
加
え

て
原
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
研
究
は
、
平
成
28
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
Ｂ

（
課
題
番
号
２
６
２
８
４
０
４
０
）
の
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
宋
版
仏
書
類
の
収
集
・
保
存
・
紹
介
な
ど
に
果
た
し
た
大
正
・

昭
和
前
期
の
趣
味
家
の
役
割
は
多
大
で
あ
り
、
趣
味
家
の
埋
も
れ
た

仕
事
の
究
明
が
宋
版
調
査
と
と
も
に
今
後
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ

と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
は
、
趣
味
家
高
橋
好
劇
が
大
阪
の
地
に
創
宗
し
た
浪

華
趣
味
道
楽
宗
の〝
淵
源
〞に
遡
る
上
で
必
須
の
作
業
で
あ
る
。
従
っ

て
、
西
国
三
十
三
所
札
所
寺
院
の
縁
起
説
話
の
研
究
を
意
図
し
た
も

の
で
は
、
元
よ
り
な
い
。
説
話
研
究
に
お
い
て
は
、
中
前
正
志
氏
の

前
掲
「
近
代
池
坊
い
け
ば
な
縁
起
追
考
」
を
軸
に
し
た
一
連
の
長
大

に
し
て
詳
密
な
研
究
が
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

初
校
時
に
北
さ
ん
堂
の
ｗ
ｅ
ｂ
上
に
提
供
さ
れ
た
『
西
国
順
礼
霊

験
記
』
の
書
影
三
図
（
表
紙
・
１
ウ
と
２
オ
の
見
開
き
。
18
ウ
と
見

返
し
見
開
き
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
１
ウ
と
２
オ
の
見
開
き
を

検
討
す
る
と
、
１
ウ
は
跋
に
当
り
、
５
行
目
に
「
…
大
坂
千
日
前
に

お
ゐ

」
と
あ
り
、
明
治
十
二
年
の
「
千
日
前
興
行
」
時
の
も
の

で
あ
る
。
２
オ
は
序
に
当
り
、
紙
背
に
透
見
さ
れ
る
図
柄
は
、
明
ら

か
に
十
七
番
札
所
六
波
羅
密
寺
の
右
半
分
に
相
違
な
く
、こ
の
本
は
、

前
表
紙
・
見
返
、
十
六
番
札
所
清
水
寺
と
跋
、
序
と
十
七
番
札
所
と

い
う
順
に
配
さ
れ
、
最
末
に
三
十
三
番
谷
汲
寺
が
置
か
れ
る
、
奥
付

の
な
い
も
の
で
、新
し
い〝
形
〞（
興
行
時
の〝
形
〞か
改
装
時
の〝
形
〞

か
不
明
）
を
示
す
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
東
京
の
浅
草
奥

山
興
行
時
の
「
国
政
筆
」
版
の
〝
覆
刻
〞
を
基
本
と
し
た
為
に
生
じ

た
札
所
の
順
番
の
ズ
レ
（
変
則
的
配
置
）
に
〝
苦
慮
〞
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
印
面
の
汚
れ
・
破
損
な
ど
、
家
蔵
奥
付

ナ
シ
「
国
政
筆
」
本
と
同
程
度
の
磨
滅
で
、
同
時
頃
印
と
考
え
ら
れ

る
。現

状
の
〝
形
態
〞
か
ら
判
断
し
て
（
原
装
・
改
装
の
別
を
問
わ
な

い
）、
八
種
の
冊
子
型
絵
番
付
が
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

（
ま
き
の　

か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


